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－大悲願寺の見どころを教えてください。
　お寺というのは仏事を行うところだけではなく、
一般の方が境内に入ってくださって、「ああ、来て
よかった」と感じていただけて、また、地域の人に
愛されるお寺じゃなくてはいけませんね。そのひと
つの証として、このお寺は、800年間一度も火災に
遭っていないことです。それはつまり、お寺と地域
が常に密接に連携しあって、「開かれたお寺」とい
うかたちで、来てくれ守ってくれている人がいると
いうことが一番大きな理由なんですね。
　以前は、この寺の前に蒸気機関車が通っていた
ので、この周りは火災に遭うことが多かったんで
すね。五日市へ行く方は上り坂なので、ここで蒸
気をふかすわけです。そこで火花が飛び散って、
茅葺屋根に落ちて燃えてしまうんです。観音堂や
山門にも火花が飛んで、煙が出ることもありまし
た。それでも近所の人が「煙が出てるわよ」と教
えてくれるんですね。地域の人に守られてお寺が
ある、それが大事なことだと思うんです。
　また、仏教界でも花の寺、「百花寺」というものを
やっていまして、「萩の寺」として百花寺のひとつ
に指定を頂戴しています。皆さんに、境内に来て花
を見て、来てよかったと感じてもらうことが住職の
役目のひとつだと思っています。百花寺としては、
白萩で登録していますが、春夏秋冬いつ来ても何か
花があるように努めています。春になるとムラサキ
ツツジが、５月の連休ごろには、大きなボタンが咲
くんですよ。夏になればサルスベリが、９月になる
と、シラハギが咲きます。秋になればモミジが色づ
き、冬になって野生のスイセンが咲き始めます。１
年通すと、そういう感じで花が咲くわけです。

－そういったお寺に対する御住職の思いの中から、
今回の観音堂修復につながったのですね。特に修
復したいというお気持ちが強かったところはあり
ますか？
　やはり観音堂は、国の重要文化財の仏像をお預か
りしている以上、それを安置する観音堂の整備は第
一の役目で、そういう意味から、雨漏りがし始めた
ということは、一番心を痛めるところでしたよね。
　以前の修復で、火災から仏像を守る、寺を守る
という意味で瓦屋根にしたのですが、それだけ重
いものが載って、なおかつ下の柱はそのままのも
のになっているので、地盤沈下というのは当たり
前のことでしたね。

－そういうところから修復を？
　そうですね。それから修理をしていただけるこ
とになった際には、やはり屋根を茅葺きにしたい
という意向はあったのですが、今度はメンテナン
スが問題です。それで茅葺型銅板屋根にしていた
だいたわけです。本来は茅葺きに戻すべきでしょ

うし、茅葺きは温かみがあっていいですけど、や
はりメンテナンスという点から見ると難しい。そ
の辺は、以前、都指定の本堂を直していただいた
時にもつくづく感じていたので。

－銅板葺きにしても、周りとの風景が損なわれて
いないですよね。
　そうですね、それは大切な要素だと思いますね。
やはり大悲願寺は後ろに山を抱えていますし、そ
の手前の御堂というのはそれなりに考えて修復し
ていかないと、住んでいる人の意向だけで補修で
きるものではないですしね。

－工事中に苦労した点というのはありますか？
　私自身としては、彫刻を活かしたかったんです
ね。計画では、彩色の復元はなかったのですが、
途中から急遽、彩色していただきました。色につ
いては、3、40年建ったときに、これ位燻るだろ
うという色を研究して、その色を塗ってほしいと
いうことで、非常に苦心して塗っていただきまし
た。非常にありがたかったです。

―工事は何年かかりましたか？
　３年です。観音堂も、230年たっていますが、こ
の修理で、これから100から200年位は大丈夫だろう
と思います。メンテナンスさえちゃんとしていれば、
4、500年は残っていくわけですよね。そういう意味
では日本の文化というか、木造建築の文化のすばら
しさが、寺の御堂を見ていますと、よくわかります。
　また、屋根の工事にあたって、神社仏閣では当た
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